
（ 別 紙 ） 

項 目 回  答 

第１号 

議案 

（質問） 

１号議案については補正すべき理由がなんなのか、資料からはよく分かり

ませんでした。 

（回答） 

説明が足りなく申し訳ありませんでした。次のとおり補足させていただき

ます。 

今回の補正予算は、主に、歳入予算では、国民健康保険税の賦課実績に基

づく減額及び県支出金の収入見込みにより減額するものです。また、歳出予

算では、保険給付費を支払実績に基づき減額するものです。 

補正後の予算総額を歳入歳出それぞれ 144億 5,148 万 3千円とするもので

す。 

まず、歳入予算ですが、（款 1）国民健康保険税 950 万円の減額は、一般被

保険者については、今年度の賦課実績に基づき増額し、退職被保険者等につ

いては、当初見込みよりも被保険者数が減少していることから、減額いたし

ました。 

次に、（款 3）国庫支出金 1,331 万 2千円の増額は、東日本大震災の被災者

の医療費に係る災害臨時特例補助金の申請に基づき、15 万 2 千円を増額し、

オンライン資格確認に係るシステム改修を行ったことに対する国の補助で

ある社会保障・税番号制度システム整備費補助金申請に基づき、1,178 万円

を増額するものです。 

（款 4）県支出金 1 億 9,360 万 8 千円の減額は、医療費の実績に基づく減

額に伴う普通交付金の交付額の見込みと、保険者努力支援交付金及び特定健

康診査等に係る特別交付金の額の確定等による減額によるものです。 

（款 6）繰入金 4,050 万 9 千円の減額は、法定繰入金については、交付額

の確定や決算見込みにより 2,667 万 1 千円を増額し、財政調整基金繰入金を

6,718 万円減額するものです。 

（款 8）諸収入 400 万円の減額は、主に一般被保険者の第三者納付金を収

納実績に基づき減額するものです。 

続いて歳出予算ですが、（款 1）総務費 739 万 6 千円の減額は、委託料の額

の確定等により、不用額を減額するものです。 

（款 2）保険給付費 1 億 9,443 万 2 千円の減額は、被保険者数の減少及び

支払実績に基づき、減額を見込むものです。 

（款 5）保険事業費 1,739 万 8 千円の減額は、主に被保険者の減少による

人間ドックの受検者数の減少が見込まれることから、減額するものです。 

（款 8）諸支出金 1,507 万 8 千円の減額は、主に保険給付費等交付金返還



金の額が確定したことにより、減額するものです。 

なお、補正予算（第３号）が１２月議会にて議決されております。 

法改正に伴い、国保税の軽減判定等に係るシステム改修の必要が生じたこ

とにより、委託料のうち制度改正に備えて当初予算で 220 万円を計上してい

たものの、不足したため、165 万円の補正増を行ったものです。 

当該事業は補助対象ですが、暦年の都合から特別調整交付金としての交付

時期が令和３年度となるため、予備費から充用しました。このため、歳出の

みの補正となっております。 

第２号 

議案 

（質問） 

資料２－１のｐ４にある県補助金の内訳として市町村の努力に応じたイン

センティブ等として交付される交付金とあるが、各指標の数値や他の県内の

市町村と比較したもの等を示してほしい。 

（回答） 

各指標の数値について、回答できる最新のものは、令和２年度のものです。 

また、県内他市の各指標の数値については、公表されておりませんのでご容

赦ください。ただし、県平均値と全国平均値との比較について、下表のとお

りとなります。 

 

 


